
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年（令和７年）７月発行  第１８号 

★令和７年度立川市一般会計補正予算等を可決 

公明党立川第５支部 広報紙 

令和 7年第 2回定例会が 5月 28日から 6月 26日までの会期で開か

れました。令和 7年度立川市一般会計補正予算、立川市立柏小学校屋

上防水及び外壁改修工事請負契約、立川市予防接種健康被害調査委員

会条例、立川市ゼロカーボンシティ宣言等の 28 件の議案を慎重審議

し、可決・承認・同意されました。 

一般会計補正予算では、

住まいの防犯対策緊急支

援事業補助金が計上され

ました。個人住宅向けの防

犯機器等の購入・設置する

市民に、最大 3万円を補助

します。 

★立川市ゼロカーボンシティ宣言を可決！ 

可決した「立川市ゼロカーボンシティ宣言」は、地球規模の気候危

機に向き合い、環境にやさしく、持続可能なまちづくりを推進し、2050

年までに二酸化炭素排出量をゼロとする「ゼロカーボンシティ」の実

現を目指すもので、以前より公明党も会派予算要望などで求めていた

ものです。 

★環境まちづくり委員会で、ポイ捨てごみの調査を継続中！ 

環境まちづくり委員会では、立川駅周辺のポイ捨てゴミの課題に

ついて、尽力されている団体等からヒヤリング等を行い、実態調査

を進めています。市民や立川の街を訪れた方に、気持ちよく過ごし

て頂けるよう、今後の対策について、覚悟を持って検討しています。 



★市の文化芸術振興について、市内で活動されるアーティスト・クリエイター
らに、専門の相談窓口の設置や創作活動の支援充実を行うべき 

★近年、子どもたちのスマートフォン、タブレット端末の使用時間の増加、
また外遊びの減少などから、近視の割合が増えている。近視予防に関する
リーフレット等を活用し、啓発に取り組むべき 

★ドナーミルク（寄付された母乳）を通じて、母乳を必要とする極低出生体
重の赤ちゃんの命を守る母乳バンクについて、市として認知度向上の取組
みをすべき 

 

  

＜答弁＞  今後、みらいアートファームたちかわ構想(市長公約)が目

指す、より専門的な支援体制の構築に向け、検討を進める。

（文化スポーツ部長） 

＜答弁＞  何等かの問題が疑われる場合、保護者に速やかに通知、眼

科受診を勧奨している。また、合同保健会議等の場を利用

し、情報提供や啓発に努めたい。（子ども家庭部長） 

学童保育所で、長期休業期間中の配食サービスが始まりました

お弁当づくりにかかる負担を軽減するとともに、猛暑下での

衛生管理面の不安を解消するため、長期学校休業期間中に、配

食サービスを活用した昼食提供が始まりました。提携事業者の

サイトで、所定の手続きをした後、前日までに、インターネット

でお弁当を発注し、クレジットカード決済するものです。以前

より公明党会派として、一般質問などで求めていたものです。 

立川市の前期施設整備計画整備順序方針に基づき、施設

の安全性を含めた機能維持を目的とした中規模改修工事で

す。駐輪場、駐車場、室内の各会議室等の使用が順次、縮

小・制限され、11 月から来年 3 月末までは休館になります。 

こぶし会館で中規模改修工事が始まりました

＜答弁＞  まだ日本では認知度の低い母乳バンクについて、例

えば母子手帳の交付時や、パパママ学級等の機会を捉

えて周知に努めたい。（子ども家庭部長） 



  

中宿まつり(7/19) 

夏の食楽祭(7/21) 

 友人とビールで乾杯、

かき氷も大人気！ 

公明党は、ユーチューブで公式チャン

ネルのほか、サブチャンネルを開設して

います。自党の議員だけでなく、他党の議

員や多彩なゲストを迎えての本音トーク

動画を公開。ショートやライブ配信も積

極的に行っており、「政治とネット」とい

う新しい時代の情報発信のあり方とし

て、アグレッシブな姿勢を感じるチャン

ネルとなっています。ありのままの公明

党をぜひご覧ください。 

 

科学のひろば(7/19) 

四中 ｻｲﾊﾞｰｶｯｾﾝ(7/10) 

 子どもたちが科学に、

チャンバラに挑戦！ 

国際交流公演(7/20) 

藍型染作品展 (7/20) 

 世界の若きダンサー

の演技、ジャパン・

ブルーの繊細！ 



ＳＮＳ等で、高口やすひこの日々の活動模様などを情報発信しています。是非、ご覧ください！

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

◆議会改革特別委員会委員長、環境まちづくり委員会委員  

公明党立川総支部副総支部長 

公明党立川総支部 発行 

facebook X  LINE Ameba 

過日に行われた参議院選挙を受けて、党声明を発表しました

党声明 

 

次の勝利へ捲土重来期す 

皆さまのご支援に心から感謝 

  

 一、第 27回参議院選挙において、わが党は、逆転勝利を果たした兵庫、福岡に大阪、

東京を加えた 4選挙区で激戦を突破する一方、愛知、埼玉、神奈川の 3選挙区で惜敗、比

例区では 4議席にとどまり、合計で 8議席と改選 14議席を割り込む誠に残念な結果とな

りました。かつてなく厳しい情勢の中で、公明党に対して深いご理解とご支援をお寄せく

ださった国民、有権者の皆さま、とりわけ、最後まで血のにじむような奮闘で公明党を大

きく押し上げてくださった党員、支持者の皆さま、創価学会員の皆さまに、心より感謝と

御礼を申し上げます。また、埼玉、神奈川、愛知、兵庫、福岡の 5選挙区で公明候補を推

薦し、ご支援頂いた自民党の皆さまに深く感謝を申し上げます。 

 

 一、多くのご支持を頂きながら議席獲得に結び付けることができなかったことは、劣勢

をハネ返すだけの党自身の力量が足りなかったからにほかなりません。今回の結果を真

摯に受け止め、しっかりと分析、反省し、次の勝利に向けて捲土重来を期してまいります。

また、自民党も大きく議席を減らし、非改選議席を含めても与党で過半数の議席を得るこ

とができませんでした。有権者の厳しい審判の結果であると厳粛に受け止めます。 

 

 一、わが党は、選挙戦を通じて「物価高の克服」「現役世代の所得増」「社会保障の充実」

を訴えてまいりました。物価高の影響から国民生活を守るための減税と給付をはじめ、物

価上昇を上回る賃上げや基礎年金の給付水準の底上げ、日本版・政府系ファンドによる財

源創出など、お約束した政策の実現に全力を挙げ、公明党および公明候補に投じていただ

いた貴い１票１票に込められた期待に応えてまいります。また、他者を排除し分断をあお

る社会とならないよう、この国に生きる全ての人々が安心と希望を持って暮らせる平和

な社会を築いてまいります。公明党に対する国民の皆さまの一層のご支援とご協力を心

からお願い申し上げます。 

2025年 7月 21 日 

公明党 

Insta 


